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 この文部省唱歌は、日本人なら知らない人はいない

だろう。私も子どもの頃、雪が降ってくると、思わず

この歌を口ずさんだものだ。しかし、私は子どもの頃、

「雪は知ってるけど、あられって何だろう？」といつ

も思っていた。一度祖父に聞いたら、「お茶漬けに入

っている、小さなつぶだよ」と、とぼけた答えだった。

重要なのは「あられや こんこ」の「こんこ」である。

あられは、本当に「こんこ」と音をたてて降る。 

 

 冬休みに、テラスにコンコンものが当たる音がした。

外へ出てみると、何か降っている。雪にしては、降下

速度が速いし、雨でもない。雹にしては粒が小さい。

一体何が降ってきたというのか？ 

 

テラスに落ちていたのは、小さな氷の粒だった。ど

うやら「霰（あられ）」のようだ。まさしく「コンコ」

と音をたてて降っている。雹のように透明な粒ではな

く、粒もずっと小さい。 

 雹（ひょう）と霰（あられ）はよく混同されるが、

その正式な区別は「大きさ」だけである。直径が 5mm

以上のものが「雹」、5mm未満のものを「霰」と呼ぶ。

しかし、実際には雹と霰はでき方が少しちがう。 

 

 雹は、通常発達した積乱雲の内部で形成される。積

乱雲の中の上昇気流と重力による下降を何度も繰り

返し、中心から成長するので、できた結晶は同心円状

に「年輪」のような構造を持つ。従って雹の正体は「氷

の粒」である。このようにしてできた氷晶のうち、直

径が 5mmに満たないものも「霰」と呼ぶが、この霰は

雹と同じように透明な氷の粒で、正確には「氷霰（こ

おりあられ）」と呼ばれている。 


